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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第38期
第３四半期
累計期間

第38期
第３四半期
会計期間

第37期

会計期間
自　平成20年６月１日
至　平成21年２月28日

自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日

自　平成19年６月１日
至　平成20年５月31日

売上高 (千円) 1,942,024 537,461 3,057,549

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 9,590 △34,407 81,973

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失（△）

(千円) 2,521 △36,598 82,100

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) ─ 1,874,083 1,874,083

発行済株式総数 (株) ─ 10,200,000 10,200,000

純資産額 (千円) ─ 2,009,921 2,072,452

総資産額 (千円) ─ 3,542,858 3,771,936

１株当たり純資産額 (円) ─ 197.63 203.73

１株当たり四半期
(当期)純利益又は
四半期純損失（△）

(円) 0.25 △3.60 8.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ 5.00

自己資本比率 (％) ─ 56.7 54.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △121,702 ─ △68,263

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △68,459 ─ △93,886

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △13,462 ─ 266,687

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 145,191 348,815

従業員数
[外、平均臨時
雇用者数]

(名) ―
 

117
[7]

117
[7]

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので、記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第37期及び第38期第３四半期累計期間におけ　　

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第38期第３四半期会計期間における潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四半期純損失であるため記載

しておりません。

５　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の従業員の状況

平成21年２月28日現在

従業員数(名) 117[7]

(注) 　１　従業員は就業人員であります。

　２　従業員数欄の[外書]は、臨時従業員の当四半期会計期間における平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における製品区分別生産実績を示すと次のとおりであります。
　

区　　　　　分 生産高(千円)

形鋼加工機 205,940

丸鋸加工機 74,900

その他 104,570

             合　　　　　計 385,410

(注)　金額は販売価格により表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社は見込生産のため、受注状況の記載を省略いたします。
　
(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における品目区分別販売実績を示すと次のとおりであります。
　

区　　　　　分 販売高(千円)

　  形鋼加工機 282,565

　  丸鋸加工機 104,902

製　品  金型 49,434

　  その他 20,646

　  　　　小　　　計 457,548

　部　品 65,455

　サービス 14,457

　合　　　　　　計 537,461

(注)　１　主な相手先別の販売実績及びそれぞれの総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期会計期間

金額(千円) 割合(％)

株式会社山善 141,920 26.4

マツモト産業株式会社 84,297 15.7

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日（平成21年４月14日）現在において当社が判断した

ものであります。

　

(1)　業績の状況

当第３四半期会計期間における我が国経済は、米国サブプライムローン問題を背景とした世界的な金

融・資本市場の混乱が国内外の実態経済に深刻な影響を及ぼし、企業収益環境は急激に悪化し、設備投資

の減少、雇用調整の実施等で景気は急速に衰退しております。

当社主力製品の鋼材・形鋼加工機シリーズにおいては、特に鉄骨建設業界は改正建築基準法の問題に

続き、鋼材価格の乱高下及び景気悪化を背景に建築案件の延期・中止が全国で相次いでいることから、鋼

材・形鋼加工業の設備投資計画も見直しや先送り等で減速傾向にあります。また、改正地震防災対策特別

措置法による、小・中学校や病院等の公共施設の耐震化補強工事は増加傾向にあるものの、鋼材価格の乱

高下も影響し、補強工事の着工ペースは盛り上がりに欠けて弱含みとなっています。

このような状況の中で、競争力強化に対応する省人化並びに高速・高精度加工を実現する自動化ライ

ンシステムの提案営業の強化、自動車等の部品加工業界向けの自動化ラインシステムを構築して受注活

動を推進してまいりました結果、売上高を主要区分別に示すと、製品は457百万円 (形鋼加工機は282百万

円、丸鋸加工機は104百万円、金型は49百万円、その他 (環境機器・受託事業) は20百万円)、部品は65百万

円、サービスは14百万円となりました。　

以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は537百万円、営業損失は29百万円、経常損失は34百万円、

四半期純損失は36百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

(総資産)

当第３四半期会計期間末における総資産の残高は3,542百万円となり、前四半期末に比べ82百万円減

少となりました。これは主に現金及び預金47百万円の増加がありましたが、売上債権が104百万円減少し

たこと等によるものであります。

(負債)

当第３四半期会計期間末における負債の残高は1,532百万円となり、前四半期末に比べ43百万円減少

となりました。これは主に短期借入金の実行により150百万円の増加がありましたが、長期借入金62百万

円、仕入債務が89百万円減少したこと等によるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は2,009百万円となり、前四半期末に比べ39百万円減

少となりました。これは主に利益剰余金が36百万円減少したことと、その他有価証券評価差額金が２百

万円減少したことによるものであります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前四半期末に比べて

47百万円増加し、145百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は14百万円となりました。これは主に、売上債権の減少104百万円の資金

増加がありましたが、税引前四半期純利益34百万円、仕入債務の減少91百万円等の資金減少要因があっ

たことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は24百万円となりました。これは主に、定期預金の預入れによる支出41

百万円、投資有価証券の取得による支出10百万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は86百万円となりました。これは主に、短期借入金の実行による収入300

百万円、短期借入金の返済による支出150百万円、長期借入金の返済による支出62百万円等によるもので

あります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5)　研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の総額は０百万円であります。

なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,200,00010,200,000
ジャスダック
証券取引所

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式　　　　
単元株式数　1,000株

計 10,200,00010,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成20年12月１日～
平成21年２月28日

─ 10,200,000─ 1,874,083─ ─
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成20年11月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年11月30日現在

区　　　　　分 株式数(株) 議決権の数(個) 内　　　　　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 28,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,093,000
10,093 同　上

単元未満株式
普通株式

79,000
― 同　上

発行済株式総数 10,200,000― ―

総株主の議決権 ― 10,093 ―

(注)　１　単元未満株式には当社所有の自己株式993株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権３個)含　

まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
タケダ機械株式会社

石川県能美市
粟生町西132番地

28,000 ─ 28,000 0.27

計 ― 28,000 ─ 28,000 0.27

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年６
月

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
平成21年
１月

２月

最高(円) 130 115 112 111 100 111 90 95 83

最低(円) 110 103 102 99 79 90 82 73 64

(注)　最高・最低株価はジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成20年12月１日か

ら平成21年２月28日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年６月１日から平成21年２月28日まで)に係

る四半期財務諸表について、アーク監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年２月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 223,691 412,315

受取手形及び売掛金 666,857 759,825

製品 490,824 433,265

原材料 269,665 219,633

仕掛品 71,767 101,761

その他 13,203 23,964

流動資産合計 1,736,009 1,950,766

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 778,447

※1
 808,368

土地 791,883 791,303

その他（純額） ※1
 86,760

※1
 89,882

有形固定資産合計 1,657,091 1,689,554

無形固定資産 43,331 42,594

投資その他の資産

その他 147,352 131,846

貸倒引当金 △40,926 △42,826

投資その他の資産合計 106,426 89,020

固定資産合計 1,806,849 1,821,170

資産合計 3,542,858 3,771,936

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 225,525 360,426

短期借入金 150,000 －

1年内返済予定の長期借入金 251,004 440,744

未払法人税等 8,055 12,300

賞与引当金 13,470 47,050

製品保証引当金 7,280 8,490

その他 97,726 122,934

流動負債合計 753,061 991,945

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 648,666 572,129

その他 31,209 35,409

固定負債合計 779,875 707,538

負債合計 1,532,936 1,699,483
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年２月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,874,083 1,874,083

利益剰余金 156,163 204,504

自己株式 △4,043 △3,808

株主資本合計 2,026,203 2,074,779

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △16,281 △2,326

評価・換算差額等合計 △16,281 △2,326

純資産合計 2,009,921 2,072,452

負債純資産合計 3,542,858 3,771,936
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 1,942,024

売上原価 1,446,930

売上総利益 495,094

販売費及び一般管理費 ※1
 477,215

営業利益 17,878

営業外収益

受取利息 522

受取配当金 773

仕入割引 12,382

その他 7,422

営業外収益合計 21,100

営業外費用

支払利息 15,961

売上割引 9,149

その他 4,278

営業外費用合計 29,389

経常利益 9,590

特別利益

投資有価証券売却益 900

貸倒引当金戻入額 1,900

製品保証引当金戻入額 1,210

特別利益合計 4,010

特別損失

固定資産売却損 638

ゴルフ会員権評価損 3,599

その他 75

特別損失合計 4,314

税引前四半期純利益 9,286

法人税、住民税及び事業税 6,764

法人税等調整額 －

法人税等合計 6,764

四半期純利益 2,521
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 537,461

売上原価 422,920

売上総利益 114,541

販売費及び一般管理費 ※1
 143,959

営業損失（△） △29,418

営業外収益

受取利息 179

受取配当金 310

仕入割引 3,250

その他 1,183

営業外収益合計 4,922

営業外費用

支払利息 5,225

売上割引 2,687

その他 1,999

営業外費用合計 9,911

経常損失（△） △34,407

特別利益

貸倒引当金戻入額 700

製品保証引当金戻入額 990

特別利益合計 1,690

特別損失

ゴルフ会員権評価損 1,599

特別損失合計 1,599

税引前四半期純損失（△） △34,317

法人税、住民税及び事業税 2,281

法人税等調整額 －

法人税等合計 2,281

四半期純損失（△） △36,598
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 9,286

減価償却費 61,398

賞与引当金の増減額（△は減少） △33,580

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,210

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,900

投資有価証券売却損益（△は益） △900

ゴルフ会員権評価損 3,599

受取利息及び受取配当金 △1,295

支払利息 15,961

仕入割引 △12,382

有形固定資産売却損益（△は益） 638

有形固定資産除却損 75

売上債権の増減額（△は増加） 144,927

たな卸資産の増減額（△は増加） △77,596

仕入債務の増減額（△は減少） △136,423

割引手形の増減額（△は減少） △51,831

その他 △31,191

小計 △112,423

利息及び配当金の受取額 1,286

利息の支払額 △15,867

仕入割引の受取額 12,382

法人税等の支払額 △9,099

その他 2,018

営業活動によるキャッシュ・フロー △121,702

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △15,745

有形固定資産の売却による収入 1,109

無形固定資産の取得による支出 △11,427

投資有価証券の取得による支出 △19,245

投資有価証券の売却による収入 900

貸付けによる支出 △20,500

貸付金の回収による収入 20,946

定期預金の預入による支出 △99,000

定期預金の払戻による収入 84,000

保険積立金の解約による収入 1,078

その他 △10,574

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,459

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,200,000

短期借入金の返済による支出 △1,050,000

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △413,203

自己株式の取得による支出 △235

配当金の支払額 △50,023

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,462

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △203,624

現金及び現金同等物の期首残高 348,815

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 145,191
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年６月１日 
  至　平成21年２月28日)

 　会計処理の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用　

　　

 
 
 
 
 

　棚卸資産につきましては、従来、移動平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 

平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用し、評価

基準を移動平均法による原価法(収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法)に変更しております。なお、これによ

る当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であ

ります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年６月１日 
  至　平成21年２月28日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

 

　当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末

に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前

事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定

しております。

２　棚卸資産の評価方法

 

　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実

地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地棚卸を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が

明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

 

 

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定する方法によってお

ります。

４　法人税等の算定方法 　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算

項目を重要なものに限定する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年２月28日)

前事業年度末 
(平成20年５月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,011,352千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,967,287千円

 
　２　受取手形割引高
 

―
 

　

　２　受取手形割引高
  

　51,831千円
 

　

　３　四半期会計期間末満期手形

　四半期会計期間末満期手形の会計処理については、

満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期会計期間末満期手形を満

期日に決済が行われたものと処理しております。　

受取手形                        74,426千円
 

  ４　当社は運転資金の効率的な調整を行うため取引銀

行１行と当座貸越契約を締結しております。　　

これらの契約に基づく第３四半期会計期間末の借入

未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額　　　　　　　 　300,000千円
借入実行残高                   150,000千円
差引額　　　　　　　　　    　 150,000千円

 

　３　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、満期日に決

済が行われたものとして処理しております。なお、当

事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期

末日満期手形を満期日に決済が行われたものと処理

しております。　

受取手形　　　　　　　　　　　 　39,986千円
 

 
４　　　　　　　　　　　　　　　　　       ―

　

(四半期損益計算書関係)

当第３四半期累計期間
(平成20年６月１日から
　平成21年２月28日まで)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料及び賞与 126,419千円

運賃及び荷造費 43,719千円

役員報酬 41,015千円

賞与引当金繰入額 4,580千円
　

　

当第３四半期会計期間
(平成20年12月１日から
　平成21年２月28日まで)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料及び賞与 37,061千円

運賃及び荷造費 12,266千円

役員報酬 13,305千円

賞与引当金繰入額 4,580千円
　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間
(自　平成20年６月１日 
  至　平成21年２月28日)

※1 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借 

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 223,691千円

預入期間が３か月超の定期預金 △78,500千円

現金及び現金同等物 145,191千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年２月28日)及び当第３四半期累計期間(自 平成20年６月１日 至 平成21

年２月28日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 10,200,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 29,793

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年８月27日
定時株主総会

普通株式 50,863利益剰余金 5 平成20年５月31日 平成20年８月28日

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　　　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期会計期間(自 平成20年12月１日 至 平成21年２月28日)

当第３四半期会計期間におけるリース取引残高は、前事業年度の末日に比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。
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(有価証券関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年２月28日)

その他有価証券で時価のあるもの

その他有価証券で時価のあるものにつきましては、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年２月28日)

当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期会計期間(自 平成20年12月１日 至 平成21年２月28日)

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期会計期間(自 平成20年12月１日 至 平成21年２月28日)

　該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当第３四半期会計期間(自 平成20年12月１日 至 平成21年２月28日)

　当社は、関連会社がないため該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
(平成21年２月28日)

前事業年度末
(平成20年５月31日)

　 　

　 197.63円
　

　 　

　 203.73円
　

　

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第３四半期累計期間
(自　平成20年６月１日 
  至　平成21年２月28日)

当第３四半期会計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

１株当たり四半期純利益 0.25円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

１株当たり四半期純損失（△） △3.60円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四半期
純損失であるため、記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期累計期間
(自　平成20年６月１日 
  至　平成21年２月28日)

当第３四半期会計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）(千円)

2,521 △36,598

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

2,521 △36,598

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 10,171,407 10,170,407

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

タケダ機械株式会社(E01508)

四半期報告書

20/22



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年4月13日

タケダ機械株式会社

取締役会　御中

　

 アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　南出　浩一　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　赤荻　隆　　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケダ

機械株式会社の平成20年6月1日から平成21年5月31日までの第38期事業年度の第3四半期会計期間（平成20年

12月1日から平成21年2月28日まで）及び第3四半期累計期間（平成20年6月1日から平成21年2月28日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、タケダ機械株式会社の平成21年2月28日現在の財政状

態、同日をもって終了する第3四半期会計期間及び第3四半期累計期間の経営成績並びに第3四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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